
山梨県森林審議会

令和３年１１月１日
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富士川上流地域森林計画の樹立
富士川中流及び山梨東部地域森林
計画の変更について

資料1-1

地域森林計画の位置付け
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県有林管理計画【森林整備・林業成長産業化
推進プラン】
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の指針
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国の動向
 森林・林業基本計画の策定（R３年６月）

 適正な伐採と再造林の確保、針広混交林の造成、低コスト造林
の推進等により、森林･林業･木材産業による「グリーン成長」

 木材供給量の目標
R元実績：３千１百万ｍ３ → R12見通し：４千２百万ｍ３

 全国森林計画の変更（R3年６月）

 新たな森林・林業基本計画に即した伐採立木材積、造林面積等
の見直し

 木材等生産機能維持増進森林における再造林の促進

 森林経営管理法、森林環境税及び森林環
境譲与税に関する法律の施行（H31年4月）
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山梨県内の地域森林計画区

（中北林務環境事務所・
峡東林務環境事務所 管内）

（富士・東部林務環境事務所 管内）

（峡南林務環境事務所 管内）

富士川上流森林計画区

山梨東部森林計画区

富士川中流森林計画区
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計画期間 H29～H38(R8)
R3樹立

計画期間 H31(R1)～H40(R10)
R5樹立予定

計画期間 R2～R11
R6樹立予定

4※地域森林計画は、10年間の計画を５年毎に樹立



富士川上流地域森林計画
の樹立について
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富士川上流森林計画区の概要

 対象市町村
甲府市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、

中央市、山梨市、笛吹市、甲州市の９市

 計画期間

令和４年４月１日～令和１４年３月３１日

 対象森林面積

１４７，０６０ｈａ
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所有形態別面積比率

・ 私有林等が３７％
・ 県有林５６％、東京都有林４％、市町村有林２％ 7

国有林

1,377

1%

県有林

82,897

56%

東京都有林

5,608

4%

市町村有林

4,034

2%

私有林等

54,521

37%

国有林

県有林

東京都有林

市町村有林

私有林等

森林面積

148,437ha

人工林・天然林面積別割合

・ 天然林が５２％と過半を占める
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人工林の樹種別割合

・アカマツ、カラマツで６２％を占める

9

スギ

1,644 

3%

ヒノキ

14,979 

26%

アカマツ

10,873 

19%

カラマツ

25,297 

43%

その他針

2,987 

5%

その他広

2,309 

4%

スギ

ヒノキ

アカマツ

カラマツ

その他針

その他広

人工林面積
58,089ha

人工林の齢級別構成
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（齢級）

（ｈａ） （m3）

木材として利用可能な

概ね５０年生以上の

面積が６５％を占める

（全県平均 ６６％）



前計画の実行結果
前期５ヵ年計画数量（H２９～R３)に対する主な項目の実行歩合

項目 単位 計画 実行 実行歩合

主伐材積 百m3 4,553 3,786 83%

間伐材積 百m3 4,221 2,831 67%

人工造林面積 ha 1,265 790 62%

林道開設 km 74.5 21.0 28%

治山事業施行地区数 地区数 90 189 210%
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計画事項

 森林の整備及び保全に関する基本的な事項

 森林の整備に関する事項

 森林の保全に関する事項

 保健機能森林の区域の基準その他保健機能森林
の整備に関する事項

 計画量等

 その他必要な事項
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森林の整備及び保全に関する基
本的な事項
【方針】

 望ましい森林資源の姿と森林整備・保全の基本方針を示し、森林の持
つ多面的機能の維持増進を図る。

【計画事項】
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機能区分 望ましい森林資源の姿と森林整備・保全の基本方針

水源涵養機能 水を蓄える隙間に富んだ森林土壌を有する森林
↓

適切な保育・間伐、伐期の延長、小面積皆伐等

山地災害防止機能／
土壌保全機能

樹木の根が発達し土壌保持能力に優れた森林
↓

複層林施業、長伐期施業

快適環境形成機能 遮蔽能力や汚染物質の吸着能力、抵抗性等が高い森林
↓

樹種の多様性を維持する施業

機能区分 望ましい森林資源の姿と森林整備・保全の基本方針

保健・レクリエーション
機能

多様な樹種等からなり、憩いと学びの場となる森林
↓

広葉樹の導入、多様な森林整備

文化機能 史跡等と一体となって歴史的風致を構成している森林
↓

景観の維持・形成に配慮した森林整備

生物多様性保全機能 その土地固有の生物群集を構成する森林
↓

原生的な森林生態系や希少生物の生息する森林の保全

木材生産機能
※特に効率的な施業が可能
な森林の区域

木材利用に適した樹種で構成され、成長量が高く、搬出の基
盤が整備された森林

↓
適切な造林・保育、路網整備の推進
※「特に効率的な施業が可能な森林の区域」のうち人工林の
伐採後は、原則、植栽による更新
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森林の整備に関する事項（伐採・保育）
【方針】

 健全な森林の育成による森林資源の利用を図る。

【計画事項】

 主伐に当たっては森林の有する公益的機能の発揮に配慮しつつ、伐
期に達した人工林を中心に積極的に伐採を行う。

 森林の健全化、立木の生育の促進及び利用価値の向上を図るため、
適切な時期、方法により森林施業（保育）を行う。

 路網整備や施業集約化を推進し、主伐や利用間伐による木材生産を
促進する。
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【立木伐採材積】 単位：材積（千m3）

計画量 合計 主伐 間伐

計画全体（10カ年） 1,824 949 875

（うち前半5カ年） 912 474.5 437.5

森林の整備に関する事項（造林）
【方針】

 伐採後の裸地状態の早期解消による公益的機能の維持及び持続的な森林経営
を図る。

【計画事項】

 人工造林は、次の森林において原則として伐採後２年以内に行う。

 木材生産機能の発揮が期待される森林

 公益的機能の発揮の必要性から植栽を行う事が適当である森林

 効率的な施業のため、コンテナ苗や伐採・造林の一貫作業システム、低密度
植栽の導入を検討する。

 天然更新は、次の森林において行うこととし、原則として伐採後５年以内に
更新を図る。

 前生稚樹の生育状況、母樹の存在、気候、地形、土壌等の自然条件、林業技術体系
等からみて、主として天然力を活用することにより適確な更新が図られる森林
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【造林面積】 単位：面積（ha）

人工造林 天然更新

計画全体（10カ年） 3,810 1,982

（うち前半5カ年） 1,905 990



森林の整備に関する事項（路網整備等）

【方針】

 効率的な伐採や森林施業を実施するため、環境負荷の低減に配慮し
つつ、傾斜等の自然条件や搬出方法に応じた路網整備を推進する。

【計画事項】

 基幹路網として森林施業や木材輸送の効率化を担う「林道」及び「
林業専用道」と、そこから個々の施業地に直結する「森林作業道」
を適切に組み合わせて整備する。

 木材生産が期待される森林を主体に整備を推進する。

 林産物の搬出については、地形、地質、土壌等の条件に応じて路網
と架線を適切に組み合わせて行う。
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【林道開設】 単位：延長（km）

路線数 延長

計画全体（10カ年） ６４ ６０.２

（うち前半5カ年） ２４ ３５.４

森林の整備に関する事項（施業合理化）

【方針】

 採算性の向上を図るため、小規模林地を面的にとりまとめる施業集
約化や低コスト作業システムの普及を推進する。

【計画事項】

 意欲ある森林所有者・森林組合・民間事業体の施業集約化に向けた
取り組みによる森林経営計画策定（集約化）の推進を図る。

 新たな森林経営管理制度を活用し、管理不十分な森林について、市
町村が主体となって適切な管理・経営を推進する。

 県立農林大学校森林学科（R4年4月開講予定）における人材育成等
、林業従事者の養成・確保を推進する。

 低コスト作業システム普及のためのオペレータ養成、作業路作設の
研修等を実施する。
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森林の保全に関する事項（治山）

【方針】

 地形が急峻で地質も複雑なこと、近年集中豪雨が頻発していること等
を踏まえ、災害に強い県土づくりや水源地域の機能強化を推進する。

 全国的に流木災害が激甚化していることから、流木捕捉式治山ダムの
設置や流路部の危険木の伐採等を推進する。

【計画事項】

 山地災害を復旧・防止する治山施設の設置や、保安林機能の維持増進
を図るための森林整備を実施する。
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【治山事業施行地区数】

地区数

計画全体（10カ年） 2４３

（うち前半5カ年） 9７

森林の保全に関する事項（鳥獣害防止）

【方針】

 鳥獣による被害のある森林において、被害防止施設の設置などの防
除対策を行い、伐採跡地の確実な更新と造林木の着実な育成を確保
する。

【計画事項】

 市町村による鳥獣害防止森林区域（鳥獣害を防止する措置を実施す
る森林の区域）の設定

 鳥獣害防止森林区域を中心に、獣害防護柵の設置等の鳥獣被害防止
対策を推進

 被害低減のための鳥獣保護管理施策との連携
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森林の保全に関する事項（病害虫対策）

【方針】

 病害虫による被害の未然防止及び早期発見、早期駆除に努める。

【計画事項】

 松くい虫被害木の伐倒駆除及び樹幹注入等の予防措置の一層の推進
を図る。

 カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害の早期把握と徹底的な防
除を行い、被害の拡大防止を図る。
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富士川中流地域森林計画
山梨東部地域森林計画
の変更について
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地域森林計画の変更事項①
（富士川中流、山梨東部）

 新たな森林・林業基本計画を踏まえた主な変更点

 「植栽によらなければ適確な更新が困難な森林」につ
いて、新たに、植栽によらなければ適確な更新が困難
な森林の「基準」を市町村森林整備計画で定める旨を
規定

 「木材生産機能の維持増進を図る森林」の区域内に、
新たに「特に効率的な施業が可能な森林の区域」を設
定する旨を規定するとともに、当該区域内の人工林の
伐採後は、原則、植栽による更新を行う旨を規定
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地域森林計画の変更事項②

 全国森林計画の変更に伴う計画量の変更

（造林面積）

 富士川中流 3,257ha → 2,544ha

（人工造林 183ha増、天然更新 896ha減）

 山梨東部 4,026ha → 3,623ha
（人工造林 616ha増、天然更新 1,019ha減）

 林道の計画路線の変更

 山梨東部 開設 ６８路線（４路線増）

改良 １３６路線（１路線増）
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今後の手続き

縦覧、関係機関・市町村からの意見聴取

↓

森林審議会（１２月１７日（金））

↓

農林水産大臣への協議

↓

農林水産大臣の同意（計画の決定）

↓

計画の公表（１月上旬～中旬）
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